






【要約】1)新生児濾紙血中セルロプラスミン(CP)測定

1993 年 3 月から 1994 年 12 月までに予め同意を得て採取した日齢 5 の新生児の濾紙血

10,984 件の CP を測定した。そのうち 139 例に再採血を依頼し、130 例に再検査を行って、

118 例を正常と判定した。残る 12 例に再々採血を依頼し、10 例がこれに応じてくれたが、

全例正常と判定され、これまで Wilson 病患者は発見されていない。

2)尿を用いた Wilson 病スクリーニングの検討

本症の症状発現は最も早くても幼児期後半であるため、乳幼児期の濾紙尿の銅測定による

スクリーニンが、可能か否かを検討した。しかし、原子吸光法を用いた場合、原尿では前

処理なしに患者を容易に識別できたが、濾紙尿では不可能であった。また、対照尿中には

ELISA 法で CP モノクローナル抗体と反応する物質が存在するのに対し、2例の患者では検

出されず、本法による Wilson 病スクリーニングの可能性が示唆された。


